
 

第 15 回 霞ヶ浦に関わる市民活動 

 

１ 霞ヶ浦問題協議会の取り組み 

 昭和 48（1973）年夏のアオコ大発生、養殖ゴイのへい死を契機として、霞ヶ浦沿岸 21市

町村長により、同年９月 29 日「霞ヶ浦問題研究会」が設立されました。昭和 54（1979）年

「霞ヶ浦問題協議会」に名称変更後、未加入市町村も順次加入し、昭和 55（1980）年には

流域市町村のほぼすべてにあたる 44 市町村が加入しました。なお、現在の構成市町村数は

いわゆる平成の大合併により 21 市町村※１となっています。 

 平成 17（2005）年４月から、霞ヶ浦問題協議会は茨城県霞ケ浦環境科学センター内に事

務局を置き、茨城県と連携を図りながら活動を進めています。 

 主な活動として、（１）霞ヶ浦・北浦地域清掃大作戦、（２）家庭排水浄化推進協議会によ

る各家庭から出る廃食用油の回収や台所対策の推進、（３）霞ヶ浦の水質浄化啓発などに取

り組んでいます。 

 

 ※１ 土浦市、石岡市、龍ケ崎市、笠間市、牛久市、つくば市、鹿嶋市、潮来市、筑西市、 

    稲敷市、かすみがうら市、桜川市、神栖市、行方市、鉾田市、小美玉市、茨城町、 

美浦村、阿見町、河内町、利根町 

 

（１）霞ヶ浦・北浦流域清掃大作戦 

昭和 49（1974）年から毎年２回（８月・３月）地域住民の協力により、霞ヶ浦・北浦沿

岸や流入河川を中心に流域全体での清掃活動を実施しています。特に、３月第１日曜日を

「霞ヶ浦清掃の日」と定め、県内流域 21市町村が一斉に実施しています。令和３年度は延

べ約４万人の参加者が、約 44.2t のゴミを収集しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図１ 第 91 回霞ヶ浦・北浦地域清掃大作戦のようす 

   出典 霞ケ浦環境科学センターHP（霞ヶ浦問題協議会コーナーより） 

（ https://www.pref.ibaraki.jp/soshiki/seikatsukankyo/kasumigauraesc/06_s

himin/kasukyou/kasukyou.htm） 

 

（２）各家庭から出る廃食用油の回収や台所対策の推進 

  流域 21 市町村に設置されている家庭排水浄化推進協議会が実施する廃食用油対策事業、

台所対策事業を推進しています。 

 

 

 

 



（３）霞ヶ浦の水質浄化啓発 

  図２に示す「清らかな水のために」、「私たちにできる霞ヶ浦浄化対策１０ヶ条」等の作

成・配布や、「霞ヶ浦の日」キャンペーンの実施、茨城県との共催による霞ヶ浦水質浄化ポ

スターの募集等を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   「清らかな水のために」        「私たちにできる霞ヶ浦浄化対策１０ヶ条」 

 

  図２ 霞ヶ浦の水質浄化啓発資料 

  出典 霞ケ浦環境科学センターHP（霞ヶ浦問題協議会コーナーより） 

（ https://www.pref.ibaraki.jp/soshiki/seikatsukankyo/kasumigauraesc/06_s

himin/kasukyou/kasukyou.htm） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 霞ヶ浦市民協会の取り組み 

平成７（1995）年に本県で開催された世界湖沼会議を契機として、市民運動は、活動団体

の法人化など組織的な取り組みが目立ってきました。これは、世界湖沼会議の開催に前後

して、環境基本法が「市民参加による環境への取り組み」を提唱したことやＮＰＯ法の設

立などにより、市民活動の役割が行政側にとって重要な位置づけを占めてきたことなどを

背景としたものです。 

  「世界湖沼会議市民の会」は、第６回世界湖沼会議（茨城県開催）の事前調査のため、第

５回世界湖沼会議（イタリア開催）に派遣された県調査団が中心となって、企画や運営に

広範な市民が参加できる湖沼会議の実現をめざして平成５（1993）年に設立されました。 

その後、「世界湖沼会議市民の会」は、霞ヶ浦及びその流域環境の浄化・保全及び創造を

めざす市民活動を推進し、人と自然が共生できる快適で文化的な地域社会を構築すること

を目的に、「霞ケ浦市民センター」とあわせて、平成８（1996）年、「社団法人霞ヶ浦市民協

会」として法人化しました。 

 平成 25（2013）年には、一般社団法人に移行し、令和４（2022）年３月現在の会員数は

260 名になります。霞ヶ浦市民協会は令和３、４年度に、県内湖沼の関係者（流域住民、農

林漁業者、事業者等）の連携を促進するための業務を茨城県から受託し、令和３年には先

進地である滋賀県（琵琶湖）の行政、市民団体等を訪問し視察・研修の結果を踏まえて、表

１、図３に示すシンポジウムを開催しました。 

 

表１ 霞ヶ浦市民協会が開催したシンポジウム 

年度 内容 

R３ 

「先進地の市民活動に学ぶ ―琵琶湖流域の活動―」 
 ・講演（滋賀県立大学教授） 
 ・発表（滋賀県の市民団体、滋賀県等） 
 ・意見交換会 

R４ 
「流域市民団体等のゆるやかな連携を考える」 
 ・講演（茨城大学教授） 
 ・パネルディスカッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 霞ヶ浦市民協会が開催したシンポジウムのチラシ 

 



３ 公益財団法人本田記念財団 

平成４（1992）年、霞ヶ浦流域ではじめて、市民活動を支えるための財団「霞ヶ浦水質浄

化推進振興財団」が設立されました。本財団は、(株) ジョイフル本田が基金を拠出し、環

境保全や水質浄化に取り組む市民活動、環境学習に取り組む学校などに対する活動費の助

成等を行うために設立されたものです。平成 24（2012）年に財団法人本田記念財団に名称

を変更し、翌平成 25（2013）年に公益財団法人本田記念財団へ移行しています。 

 

４ 市民活動支援 

 茨城県霞ケ浦環境科学センターでは、環境保全活動を行う団体等に対し、必要な機材の貸

出や補助金の助成等により、その活動を支援しています。 

 

（１）機材の貸出 

湖沼・河川の清掃美化活動を含む保全浄化活動や、環境学習活動を行う団体を対象に、

表２のとおり機材を貸出すことで、その活動を支援しています。 

 

表２ 機材の貸出内容 

出典 霞ケ浦環境科学センターHP（市民活動支援機材） 

（https://www.pref.ibaraki.jp/soshiki/seikatsukankyo/kasumigauraesc/06_

shimin/kizai/kizai.htm） 

対象者 環境保全活動を行う法人、団体、教育機関および行政機関、 

市町村 等 

貸出機材 【保全浄化活動用】 

刈払機、軽トラック、木材チッパー、チェーンソー、高枝切り鋏、

のこぎり、自走式草刈機 等 

 

【環境学習活動用】 

透視度計、電気伝導度計、顕微鏡、双眼鏡、フィールドスコープ、

デジタルカメラ 等 

貸出料金 無料 

利用方法 機材を利用しようとする方は、利用日の前日の午後５時までに電

話等で予約 

※予約は利用月の３ヶ月前から 

 

（２）市民活動支援事業費補助金 

  県内の湖沼・河川等の水環境を保全するための活動を行う団体を対象に、表３の活動に

対し助成を行っています。 

   

表３ 市民活動支援の対象団体と活動 

出典 霞ケ浦環境科学センターHP（市民活動支援補助金） 

（https://www.pref.ibaraki.jp/soshiki/seikatsukankyo/kasumigauraesc/06_

shimin/hojyo/r5_hojyo.htm） 

対象団体 主に県民で構成され、営利を目的としない団体 

（町内会、ＰＴＡ、こどもエコクラブ、ＮＰＯ法人 等） 

対象事業 ①湖沼などの水環境の改善及び保全に直接寄与する活動 

②水環境保全のための特定外来生物の駆除など 等 

③上記①又は②と一体的に行う水環境学習など 

 


